
虐待事案の発生に関するご報告とお詫び 

 

当法人が運営する複合型障がい施設 虹の家（福岡）の療養介護（入所）事業において発生し

ました虐待事案についてご報告させていただきます。 

 

1． 虐待内容 

該当支援員職員：1 名 

身体的虐待・心理的虐待 

 

2． 経緯 

令和 8 年 8 月 11 日 支援員より上席者へ報告 

令和 8 年 8 月 12 日～21 日 調査及び虐待防止委員会での協議 

 

3． 当該職員の処遇 

令和 8 年 8 月 14 日に懲戒処分を通知。同日、自主退職の意向があり受理する。但し、今後

の聞き取り調査に応じることを誓約。 

 

4． 法人としての再発防止への取り組み 

 当該職員の事象を検証し、通報以外の事象について報告がなかったこと、職員管理体制が不

十分であったことが問題であると考えております。そのため、職員による虐待ヒヤリハット報告

の提出、虐待の有無の職員アンケート調査を実施するとともに、月 1 回の各ユニットリーダー

による部署における虐待や利用者接遇状況について理事長報告を行うこととしました。 

また、職員管理体制強化のため人事異動による組織改変を行います。また、今回の事象をう

け、臨時研修を開催するとともに、マニュアル及び規定の見直しに着手しております。 

 

 

 このような事態を招いてしまい当該利用者及びその家族はもちろん、入所されているご利用

者そのご家族、虹の家をご利用される全ての皆様に多大なご不安を与え、これまでの期待を

裏切る結果となったことを深くお詫び申し上げます。 

 法人としての責任を重く受け止め、再発防止に真摯に取り組んで参ります。強い覚悟を持っ

て、法人及び職員一同、信頼回復に努めてまいります。 

 

令和 8 年 9 月 17 日 

社会福祉法人あきの会 理事長 中村 佳奈 

 


